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資料⑤

報告第2号

令和5年度事業報告

【総務部】

1　総括

　恒常的な事業として、「司法書士試験合格者説明会」「入会希望者の登録面接」等の自治に

関する事業及び「会館・事務局の整備」「会員への文書配信」等の福利等に関する事業につい

ては、例年どおり実施した。また、熊本地方法務局及び熊本県土地家屋調査士会との合同

意見交換会（通称「三者検討会」）を定期的に開催し、主に登記事務処理の円滑化に関する意

見交換を行った。

　また、新会館建設事業は、第78回定時総会で承認を受けた新会館建設設計施工計画に

基づき作業を進め、竣工に至った。

　その他、会員に対する苦情への対応を行うとともに、熊本地方法務局からの法違反調査

事業につき当該事業を受託し非司排除活動の充実を図った。　　

2　自治に関する事業

⑴　司法書士試験合格者入会説明会

　令和5年11月17日（金）、試験合格者4名に対する説明会を会館において行った。

　本会をはじめ、政治連盟熊本会、公共嘱託登記司法書士協会、リーガルサポート熊本支部、

熊本県青年司法書士会から組織・設立趣旨等について説明し、本会からは、加えて新人研修、

特別研修、入会・登録手続等について説明を行った。

⑵　登録時の面接及び登録証交付式の運営

　令和5年度の入会者は11名であった。新入会者については、入会登録申請時に面接し

事務所開設時の注意点、業務姿勢、報酬明示等について説明・指導し、連合会登録後に役員・

支部長立会のもとに厳粛に登録証交付式を行った。

⑶　会員証の更新

　令和5年8月末日をもって有効期限が満了するため、会員証の更新手続きを迅速かつ円

滑に行うとともに事務局における更新作業の負担を軽減することを目的として、「会員証

更新手続きの事務要領」を一部改正するとともに、更新作業を行った。

⑷　会員名簿の発行

　令和5年10月24日現在での会員名簿を作成し、発行した。

⑸　会則・諸規則の整備

ア 個人会費及び法人会費の見直しのため、「熊本県司法書士会会則」を一部改正した。

イ 犯収法第8条の疑わしい取引の届出義務の代替措置として、「熊本県司法書士会会則」

を一部改正した。

記念品等贈呈

1 施行細則第17条該当者（記念品） 1名

 林田勝征（熊本）　瑞宝双光章

2 講師に対する記念品（役員を除く） 22名

 ⑴ 全体研修会

矢野道弘・鶴田政輝・波多由実（以上熊本）、大村英樹（宇城）、東 奈津子（阿蘇大津）、

木村円香（八代）

 ⑵ 高校生法律教室

田﨑洋平（熊本）、布田 悟・渡邉信太郎・東 奈津子（以上阿蘇大津）

 ⑶ 新人研修会

稲本信広・小山信一郎・矢野道弘・西本美奈子・廣濱 翔・山本優幸・鶴田政輝・

角田 健（以上熊本）、坂井孝臣（宇城）、東 奈津子（阿蘇大津）

 ⑷ 新入会員研修プログラム

柗村正樹（玉名山鹿）

 ⑸ 簡裁代理等認定考査対策研修会

村上純也・鶴田政輝（以上熊本）

 ⑹ 各種財産管理人業務研修

今井一洋・井上広子（以上熊本）、杉水沙奈映（阿蘇大津）

 ⑺ 「ゼロからはじめる裁判IT化入門：ウェブ出頭の簡単ガイド研修会」　　

村上純也（熊本）

 ⑻ 調停実施者養成研修会

大村英樹（宇城）、藤 恵美子（天草）

3 派遣講師に対する記念品（役員を除く） 6名

 ⑴ 兵庫県司法書士会中央研修会

井上広子（熊本）

 ⑵ 市民向け出張セミナー

田﨑洋平（熊本）、和田真彦（宇城）、藤本真平（阿蘇大津）、木村円香（八代）

 ⑶ 熊本大学特殊講義　

田﨑洋平（熊本）、大村英樹（宇城）
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ウ 上記イの改正を受けて、特別事件報告書に関し必要な事項を定めるため、「熊本県司

法書士会特別事件報告書に関する規則」を制定した。

エ 司法書士倫理が司法書士行為規範に改正されたことを受け、「熊本県司法書士会会員

の業務広告に関する規則」を一部改正した。

オ 司法書士倫理が司法書士行為規範に改正されたことを受け、「熊本県司法書士会会員

の業務広告に関する運用指針」を一部改正した。

カ 会員証の記載事項の見直しのため、「熊本県司法書士会会員証及び司法書士会徽章に

関する規程」を一部改正した。

⑹　司法書士業務賠償責任保険

　令和6年3月6日（水）、事故処理委員会を開催し、業務賠償責任保険の申請の有無等に

ついて損害保険会社の委員より報告を受け、その後、保険内容等について協議をした。

⑺　紛議調停委員会

　紛議調停委員会は開催されなかった。

⑻　非司法書士排除活動

　非司排除活動については、法務局の法違反調査の委嘱を受け、支局毎に令和5年11月

14日（火）から15日（水）の間で、調査を行った。その後、本会にて各支部からの調査結果

に基づき、取りまとめて法務局長宛て報告した。

　その他、非司活動と疑われる事案がなかったため、非司排除委員会は開催していない。

⑼　綱紀調査

　令和5年度においては、法務局からの調査依頼等に基づき新たに調査を委嘱した事件は

なかった。

　会員から綱紀調査委員長に対して情報提供があったため、委員会にて審議を行った。そ

の結果、熊本県司法書士会綱紀調査委員会規則第2条第2号の会長に対する建議はされな

かった。

⑽　苦情処理

　令和5年度の苦情の申し出等については、事務局に対して電話及び書面で31件あり、

主に総務部が窓口となり対応した。この内、6件について苦情申出人と面談を行い、3名

の対象会員から事情の聞き取りを行った。

3　福利等に関する事業

⑴　会館・事務局の機能の充実と整備

　新会館への引っ越しを行うにあたって必要な整備を行った。また、会員への貸出用図書

の整備を行い、必要に応じた検索システムや電子書籍等の導入を行った。

⑵　情報伝達

　電子配信の会員数は、令和6年3月末日現在で316名中301名、約95.3%（前年度約

94.1%）の会員に利用していただいている。また、配布時間の無い会員周知依頼文書につ

いては、速やかな情報伝達手法として、ホームページ上の「お知らせ」欄を活用した。その他、

ホームページの更新を順次行った。今後もホームページ掲載情報の工夫等更なる充実を

図って行きたい。

　今後も社会情勢の変化に伴い配送料が値上げされる可能性があり、仮に値上げされれば

これまで以上に通信費用がかかることになる。会員の更なる理解と協力を得るべく、努力

を継続していきたい。

⑶　会員間の親睦

　令和5年11月12日（日）、阿蘇グリーンヒルカントリークラブにおいて「会員親睦ゴル

フコンペ」を開催し、15名の参加があり、親睦をはかった。

4　新会館建設に関する事業

⑴　新会館建設設計施工計画の工事計画スケジュールに基づき、期間内に新会館の建設、旧

会館の解体及び外構工事が完了し、引渡しを受けた。

⑵　令和5年11月25日（土）、新会館の竣工に伴い、「熊本県司法書士会新会館竣工記念式典」

及び「内覧会」を開催した。

5　諸団体、諸機関との交流及び協同

⑴　三者検討会における熊本地方法務局（不動産登記部門、法人登記部門）、熊本県土地家屋

調査士会との協議 令和5年7月27日（木）、11月16日（木）、令和6年2月20日（火）

　　主に登記事務処理の円滑化に関する方策について協議した。

⑵　家事関係機関との連絡協議会　　　　令和5年12月18日（月）

 　家庭裁判所において、後見等申立事件に関する運用状況及び留意事項等並びに成年後見

制度利用促進の取組み状況について、関係団体との協議を行った。

⑶　熊本県専門士業団体連絡協議会（司法書士会、弁護士会、税理士会、行政書士会、社会保険

労務士会、土地家屋調査士会、不動産鑑定士協会、公認会計士協会）

 　令和5年度は熊本県弁護士会が主管して、11月23日（木）に合同無料相談会をくまもと

県民交流館パレアで開催した。

⑷　熊本県高齢者・障害者虐待対応専門職チーム

 　熊本県弁護士会、熊本県社会福祉士会と本会の三者から構成する熊本県高齢者・障害者

虐待対応専門職チームに対し、会員を派遣して活動支援を継続した。

⑸　六者協議会 令和6年1月24日（水）

 　本会、政治連盟熊本会、公共嘱託登記司法書士協会、リーガルサポート熊本支部、熊本県

青年司法書士会、本会熊本支部との協議会を開催し、次年度の事務委託費及び助成金等に

ついて協議した。

6　その他

⑴　受託団等

ア 独立行政法人福祉医療機構の登記については、受託件数32件（前年度48件）、独立行

政法人住宅金融支援機構の登記については、受託件数15件（前年度26件）であった。

イ 熊本市からの死亡人遺留金処理に係る相続財産管理人選任申立書作成等業務について

は、受託はなかった（前年度1件）。

ウ 熊本市からの空家等の所有者等調査業務については、受託はなかった（前年度0件）。

エ 熊本地方裁判所からの所有者不明土地管理人等の推薦依頼を受け、当会備付の各種財

産管理人候補者名簿を活用し、14件推薦した。
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オ 熊本家庭裁判所からの不在者財産管理人、相続財産清算人及び未成年後見人の推薦依

頼を受け、当会備付の各種財産管理人候補者名簿を活用し、86件推薦した。

⑵　その他情報収集等

○第88回日司連定時総会　（令和5年6月22日（木）、23日（金）

東京都渋谷区：渋谷ヒカリエ ヒカリエホール）

○第78回九B定時総会 （令和5年6月3日（土）、4日（日）　長崎市：ホテルニュー長崎）

○九B理事会（4回）

○九B各県部長連絡協議会 （令和5年9月2日（土）、3日（日）大分市：ホテル日航大分オアシ

スタワー）

【企画部】

1　社会事象に対して積極適切な対処をするための活動

⑴　相続関連業務の推進

ア　「モッちゃん・城次の『相続・遺言』肥後にわか&無料相談会」の開催

　　人吉市及び天草市にて熊本地方法務局との共催により「モッちゃん・城次の『相続・遺

言』肥後にわか&無料相談会」を開催した。

　　　令和6年  1月28日（日） 於　人吉市カルチャーパレス

　　　肥後にわか参加人数　　23名 　　相談件数　　12件

　　　令和6年  2月10日（土） 於　天草市民センター

　　　肥後にわか参加人数　　41名 　　相談件数　　33件

イ　「司法書士・法務局による相続・遺言についての法律教室&無料相談会」の開催

　　県下7支部8会場にて熊本地方法務局との共催により相続及び遺言に特化した法律教

室の開催とともに無料相談会を実施した。

　　　令和5年  7月  8日（土） 法律教室参加人数　　166名

  相談件数　　　　　　140件

ウ　「相続登記の申請義務化に向けた全国一斉『遺言・相続』相談会」の開催

　　相続登記の申請義務化に向けて無料相談会を日司連と共催した。

　　　令和6年  2月17日（土） 相談件数　　　　　　339件　

⑵　空家・所有者不明土地等問題への取組み

ア　研修部と協力し、以下の研修会を開催した。

　　　令和6年  3月16日（土）　熊本県司法書士会館

　　　内　容　「相続財産清算人の実務～遺産分割編（不在者財産管理人との相違点）～」

　　　講　師　井上広子　 会員

　　　　　　　杉水沙奈映 会員

　　　内　容　「実例所有者不明土地管理人の実務～時効取得編～」

　　　講　師　今井一洋　会員

イ　九州地区土地政策推進連携協議会主催による「令和5年度九州地区土地政策連携協議

会第2回講習会」へ会員を派遣した。

　　　令和5年11月30日（木）　　オンライン配信

⑶　生活問題・多重債務問題・消費者問題等への対応

ア　「司法書士による不動産の賃貸借トラブルなんでも相談会」の後援 主催　青年会

　　　令和5年  4月15日（土） 於　熊本県司法書士会館 相談件数　　7件

イ　「児童養護施設法律教室」の後援  主催　青年会

　　　令和5年  6月10日（土） 於　藤崎台童園

ウ　「詐欺被害110番～副業詐欺や投資詐欺等に悩まれていませんか？～」の後援

   主催　青年会

　　　令和5年  8月26日（土） 於　熊本県司法書士会館 相談件数　　3件


